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ふれあいはくさん

※ 相談は、祝日、休日を除きます。

【松任支所】問い合わせ：こがね荘　TEL 276－3151

【美川支所】問い合わせ：美川ボランティアセンター　TEL 278－8555

【鶴来支所】問い合わせ：蓬莱荘　TEL 272－2750

【鳥越支所】問い合わせ：鳥越老人福祉センター　TEL 254－2446

【白峰支所】問い合わせ：福祉複合施設カルテット　TEL 259－8001

高齢者・障害者の福祉サービス利用援助、
金銭管理等の相談

定例無料相談

社会福祉法人白山市社会福祉協議会
白山市博労二丁目50番地（こがね荘内）
TEL 076（276）3151　FAX 076（276）4535

ホームページ　http://www.hakusanshi-syakyo.jp/
Eメール　syakyo- info@hakusanshi-syakyo.jp
この広報紙は社協会費及び共同募金配分金により発行しています。
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相談内容 日時 場所 付記

弁 護 士 の 法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

ふ れ あ い 福 祉 相 談

障 害 者 福 祉 相 談

介 護 相 談

福祉サービス利用支援相談

心 配 ご と 相 談

弁 護 士 の 法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

心 配 ご と 相 談

心 配 ご と 相 談

毎月第1、第 3木曜日 13：00～16：00

毎月第 2、第 4火曜日 13：00～16：00

毎週月・水・金曜日 13：00～16：00

毎週火・木・土曜日 9：00～16：00

月～金曜日 8：30～17：15

月～金曜日 8：30～17：15

毎月第 2火曜日 13：00～16：00

1月 26日木曜日 13：00～16：00

毎月第 1火曜日 13：30～16：00

毎月第 2火曜日 10：00～12：00

毎月第 2火曜日 13：00～16：00

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

蓬莱荘

蓬莱荘

鳥越老人福祉センター

福祉複合施設カルテット

専用電話274－4294

専用電話274－4100

予約が必要です

よいふくし

よ い わ ー

美川地域内巡回
（お問い合わせください）

ふれあいはくさん

　平成23年初頭、大雪による連日の除雪作業を余儀なくさ

れていた白山麓地域の住民の方から、「除雪作業ができな

い世帯を何とか支援して欲しい」、「除雪作業を手伝ってく

れる人が欲しい」という声が市社会福祉協議会に届けられ

ました。これを受け、市社会福祉協議会では検討を重ね、今

冬より除雪ボランティアの登録・派遣を行うことにしました。

◀詳細は２ページをご覧ください。
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来
地
区

今号の目次
P1,2 除雪ボランティア募集のお知らせ
P3 歳末たすけあい募金がはじまります
P4,5 白山市福祉健康まつり
 福祉団体紹介コーナー
P5 社協の介護サービス紹介
P6,7 できごと
P8 ご寄付、賛助会員ご報告、定例相談案内

予約が必要です
1月は第3・第4木曜日になります。

平成23年はじめの大雪では、白山青年会議所の皆さんに
鳥越地区の高齢者宅前の雪かきをしていただきました。
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　1906（明治39）年、救世軍（プロテスタント・キリシタン協会）

の山室軍平中将が「日露戦役中は、前線の兵士に慰問袋を送

り、戦勝の今は貧乏と戦う貧困家庭を慰問激励しよう」と提唱

したのが、歳末たすけあい運動の起こりと言われています。そ

れに応じた毎日新聞（注・現在の毎日新聞とは異なる）が、紙面

を通じて同情金を募集し、一般の人々に呼びかけました。その

後、昭和初期の世界的な不況が契機となって、全国各地に方面

事業助成会の主催する歳末同情週間が広まりました。この寄付

金で、気の毒な人たちなどに餅などが配られましたが、戦争が

激化するに従い、この募金は中止されました。

　戦後、混乱した社会経済状態の中で、政府の提唱で、「国民た

すけあう運動」を展開しようという計画が進められました。ま

た、全日本民生委員連盟でも、「歳末同情運動」を計画しました。

　その後「共同募金」としてまとめられ、「国民たすけあい共同

募金運動」として、共同募金が始まりました。この動きととも

に、共同募金とは別に、再び歳末同情品を募集する動きが各地

で自然に起きてきました。これが、地域歳末たすけあいの起こ

りです。全国各地で、歳末時期に、生活相談、健康相談、就職斡

旋、生活困難者への慰問・激励など、幅広い活動が行われまし

た。1959（昭和34）年、歳末たすけあい募金が、共同募金の一環

となり、歳末たすけあい運動の内、「寄付者からの寄付金や品

物」に関し、共同募金として、各都道府県や市町村の共同募金会

（支会分会）が取り扱うことになりました。

中央共同募金会ホームページ　http://www.akaihane.or.jp/　より

♥歳末たすけあい募金とは？

　今年も12月1日～31日までの１か月間、「みん

なで支えあうあったかい地域づくり」をスロー

ガンに全国一斉に歳末たすけあい募金が実施

されます。皆さまからいただいた募金は、白山

市においては在宅の障害者や介護が必要な高

齢者、白山市出身の施設入所者の方へ年末年

始のお見舞金として届けられるほか、市内の障

害者施設へ年末年始の行事等に役立てていた

だくために助成されています。皆さまのご理

解・ご協力をよろしくお願いいたします。

平成22年度に集められた歳末
たすけあい募金はこのように助
成されています。

区　　　　分

身障施設入所者

知的施設収書者

養護老人ホーム入所者

特別養護老人ホーム入所者

老人グループホーム入居者

児童養護施設入所者

精神・指定病院長期入院

特別障害者手当受給者

障害児福祉手当受給者

特別児童扶養手当受給者

療育手帳Ａ所持者

障害者グループホーム入居者

要介護４認定者（在宅）

要介護５認定者（在宅）

独居老人

小　　計

区　　　　分

障害者施設

障害者グループホーム

小　　計

合　　計

人　数

44

112

21

91

20

12

155

43

51

106

165

59

235

168

224

1,506

施設数

10

9

19

1,525

配分額

440

1,120

105

455

100

120

1,550

430

510

1,060

1,650

590

1,175

840

1,120

11,265

金　額

1,200

450

1,650

12,915

個人へのお見舞金

施設への助成金（申請に応じて助成）

（単位：千円）

（単位：千円）

白山ろく地区にお住まいで、
ボランティアさんに除雪をしてほしい方は…
ボランティアセンターでは町会長さんや民生委員さんを通じて、
除雪が必要なご家庭の情報を集めています。
まず町会長さんや民生委員さんにご相談ください。

是非あなたの力をお貸し下さい！

除雪ボランティア募集!!
　白山市社会福祉協議会ボランティアセンター

では、白山麓地域にお住まいの高齢者世帯、障害

者世帯、母子世帯などで除雪が困難な世帯を対

象に、除雪ボランティア活動をしてくださる方を

募集しています。

　除雪ボランティア活動を希望する方、関心のあ

る方は、ボランティアセンターまでご連絡下さい。

【募集期間】

平成23年12月1日（木）
～平成24年2月29日（水）

【応募要件】
高校生以上で除雪活動ができる方。
※高校生の場合、除雪ボランティア活動に参加すること
について保護者の同意（登録カードの所定欄に保護者
の署名・捺印）が必要です。

【除雪ボランティア登録方法】
除雪ボランティアとしての活動を希望する個人または団体は、白山市社会福祉協議会ボランティアセ
ンターの「除雪ボランティア登録カード」に必要事項を記入のうえ応募して下さい。
※登録用紙は白山市社会福祉協議会窓口またはホームページにあります。（メール、FAXでも登録可）
事前に登録された活動可能日、時間をもとに登録ボランティアに連絡し、活動予定日の2日前までに
調整することとします。

【服装・持ち物】
防寒具（スキーウェア、手袋、長靴、帽子等）、
タオル、着替え、昼食、飲料、健康保険証
※鉄製のスノーダンプ、スコップをお持ちの方
は持参して下さい。

【保険】
「ボランティア活動保険」に加入していただき
ます。すでに加入していただいている方は再加
入の必要はありません。

【活動内容】
除雪が困難な世帯等への除雪活動
●自宅の玄関から生活道路までの除雪
●対象世帯周辺の除雪車の入れない生活道路
の除雪
※屋根の雪下ろしは行いません。

【集合・解散・活動時間】
〈集合場所〉
白山麓地域各支所
〈集合及び活動時間〉
午前 9：00集合 9：30～11：30の2時間
午後 13：00集合 13：30～15：30の2時間
※活動内容により短くなることもあります。

申込み・問合せ先　白山市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒924－0863　石川県白山市博労二丁目50番地　こがね荘内

TEL　076－276－3151　FAX　076－276－4535
E-mail　syakyo@hakusanshi-syakyo.jp
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　1906（明治39）年、救世軍（プロテスタント・キリシタン協会）

の山室軍平中将が「日露戦役中は、前線の兵士に慰問袋を送

り、戦勝の今は貧乏と戦う貧困家庭を慰問激励しよう」と提唱

したのが、歳末たすけあい運動の起こりと言われています。そ

れに応じた毎日新聞（注・現在の毎日新聞とは異なる）が、紙面

を通じて同情金を募集し、一般の人々に呼びかけました。その

後、昭和初期の世界的な不況が契機となって、全国各地に方面

事業助成会の主催する歳末同情週間が広まりました。この寄付

金で、気の毒な人たちなどに餅などが配られましたが、戦争が

激化するに従い、この募金は中止されました。

　戦後、混乱した社会経済状態の中で、政府の提唱で、「国民た

すけあう運動」を展開しようという計画が進められました。ま

た、全日本民生委員連盟でも、「歳末同情運動」を計画しました。

　その後「共同募金」としてまとめられ、「国民たすけあい共同
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に、共同募金とは別に、再び歳末同情品を募集する動きが各地

で自然に起きてきました。これが、地域歳末たすけあいの起こ

りです。全国各地で、歳末時期に、生活相談、健康相談、就職斡

旋、生活困難者への慰問・激励など、幅広い活動が行われまし

た。1959（昭和34）年、歳末たすけあい募金が、共同募金の一環

となり、歳末たすけあい運動の内、「寄付者からの寄付金や品

物」に関し、共同募金として、各都道府県や市町村の共同募金会

（支会分会）が取り扱うことになりました。

中央共同募金会ホームページ　http://www.akaihane.or.jp/　より

♥歳末たすけあい募金とは？

　今年も12月1日～31日までの１か月間、「みん

なで支えあうあったかい地域づくり」をスロー

ガンに全国一斉に歳末たすけあい募金が実施

されます。皆さまからいただいた募金は、白山

市においては在宅の障害者や介護が必要な高
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だくために助成されています。皆さまのご理

解・ご協力をよろしくお願いいたします。

平成22年度に集められた歳末
たすけあい募金はこのように助
成されています。
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精神・指定病院長期入院

特別障害者手当受給者

障害児福祉手当受給者

特別児童扶養手当受給者

療育手帳Ａ所持者

障害者グループホーム入居者

要介護４認定者（在宅）

要介護５認定者（在宅）

独居老人

小　　計

区　　　　分

障害者施設

障害者グループホーム
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人　数
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施設数
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個人へのお見舞金

施設への助成金（申請に応じて助成）

（単位：千円）

（単位：千円）

白山ろく地区にお住まいで、
ボランティアさんに除雪をしてほしい方は…
ボランティアセンターでは町会長さんや民生委員さんを通じて、
除雪が必要なご家庭の情報を集めています。
まず町会長さんや民生委員さんにご相談ください。

是非あなたの力をお貸し下さい！

除雪ボランティア募集!!
　白山市社会福祉協議会ボランティアセンター

では、白山麓地域にお住まいの高齢者世帯、障害

者世帯、母子世帯などで除雪が困難な世帯を対

象に、除雪ボランティア活動をしてくださる方を

募集しています。
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高校生以上で除雪活動ができる方。
※高校生の場合、除雪ボランティア活動に参加すること
について保護者の同意（登録カードの所定欄に保護者
の署名・捺印）が必要です。

【除雪ボランティア登録方法】
除雪ボランティアとしての活動を希望する個人または団体は、白山市社会福祉協議会ボランティアセ
ンターの「除雪ボランティア登録カード」に必要事項を記入のうえ応募して下さい。
※登録用紙は白山市社会福祉協議会窓口またはホームページにあります。（メール、FAXでも登録可）
事前に登録された活動可能日、時間をもとに登録ボランティアに連絡し、活動予定日の2日前までに
調整することとします。

【服装・持ち物】
防寒具（スキーウェア、手袋、長靴、帽子等）、
タオル、着替え、昼食、飲料、健康保険証
※鉄製のスノーダンプ、スコップをお持ちの方
は持参して下さい。
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ます。すでに加入していただいている方は再加
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除雪が困難な世帯等への除雪活動
●自宅の玄関から生活道路までの除雪
●対象世帯周辺の除雪車の入れない生活道路
の除雪
※屋根の雪下ろしは行いません。

【集合・解散・活動時間】
〈集合場所〉
白山麓地域各支所
〈集合及び活動時間〉
午前 9：00集合 9：30～11：30の2時間
午後 13：00集合 13：30～15：30の2時間
※活動内容により短くなることもあります。

申込み・問合せ先　白山市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒924－0863　石川県白山市博労二丁目50番地　こがね荘内

TEL　076－276－3151　FAX　076－276－4535
E-mail　syakyo@hakusanshi-syakyo.jp
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　白山市福祉健康まつりに参加し、親子で聞いて下さった姿に心

が暖かくなったことを覚えています。それ以来、老人施設、障害児

施設、幼稚園、保育所、図書館、子供会、学童といろんな所から声が

かかり読みきかせをしています。

　また、福祉健康まつりの時に大型ポスターを掲示しており、その

ポスターづくりも毎年楽しい活動の一つとなっています。

白山市福祉健康まつりが9月25日に開催され、大変気持ちのいい秋

晴れの中、約１万人の方にご来場いただきました！ いろんなイベント

や展示を通じて白山市の福祉と健康に触れていただきました。

　生涯学習講座「朗読の会」で太郎田真理先生から、言葉を

発する時の正しいアクセントを教えていただき、声を出して

読む楽しさ、みんなで輪読する楽しさを知りました！

　自分たちが知ったこの楽しさを他の人たちにも伝えたい！

という思いがふくらみ、ボランティアで読み聞かせをやって

みたのがはじまりです。

このコーナーでは、地域で福祉に関する活動している皆さんの

様子を連載していきます。記念すべき第一回目は美川地区の

美川おはなし会さんです。

会が出来たいきさつ普段の活動のようす

福祉活動紹介コーナー vol.1

こんにちは!
美川おはなし会です。

美川おはなし会の会員は10人ほど登録されていますが、常連メンバーを紹介します。

ご来場された方から感想を頂きました。

新連載

ナンちゃん

ヤエちゃん

ヒロちゃん

レイコちゃん

ユリちゃん

お話の扉は私の
「どこでもドア」です！

子どもたちに昔話を
話し、伝える仲間に
入りませんか。

　友達10人と一緒に来ました。
　毎年買い物をしながらあちこち
見て回り、楽しく福祉に触れること
ができました。

　施設について、同じ白山市内に住んでいて知ら
なかったことがあり、改めて勉強になりました。
　また、施設の皆さんの品物が手作りであること
に感動しました。

　自然の中、きれいな四季と澄んだ空気に癒されな
がら訪問しています。
　利用者様にもリラックスして頂き、ゆったりとした
ひとときを過ごして頂けるようスタッフ一同、心を
込めてお世話させて頂きます。

　入浴後は本当に気持ち良さそうにホッコリとして
目がキラキラと輝いています。家族以外との会話が
少なくなった今、週１回の入浴がお湯に浸かること
はもちろん皆さんとの何気ないおしゃべり、触れあ
いが素敵な刺激になって、楽しみな時間になってい
るようです。これからも素敵な触れあいタイムをお
願いします。

①体調チェック ……看護師が体調をテェックし、血圧・脈拍、体温
を測り、入浴可能な状態であることを確認
します。

②浴槽準備 ………浴槽の搬入やホース類の接続などの室外の
準備など入浴場所を整えます。

③給湯開始 ………湯温は39℃～40℃です。

④浴槽に移動………看護師と介護スタッフの３人で細心の注意
を払いながら移動します。

⑤入浴 ……………お湯に浸り、看護師と介護スタッフが身体や
髪を洗います。

⑥あがり……………身体を洗い終わったら、シャワーで上がり湯
をかけて終了です。

お話を通じて汗を
かきながらもいろ
んな人とふれあう
と、生きるっていい
な～と思い元気が
わきます。

おはなしの世界に
入り込むのが好き
ではまっています。

音痴のため、お話が
出来たらと思い入り
ました。

白山市福祉健康まつり
ご来場ありがとうございまし

た!白山市福祉健康まつり
ご来場ありがとうございまし

た!

ケアハウスの利用者さんの、
お手玉の実演販売？！

「白山せんにん支援なべ」
義援金￥74,075円集まりました。

大道芸人keiの
ジャグリングショーは
ハラハラドキドキ！！

市民作品…陶芸、絵画、書など、
皆さんの力作が並びました。

脳年齢チェック…脳年齢は
いくつでしょうか？！？！

NPO法人プウプさんの
わんこそば大会

手話で「こんにちわ」を
おぼえたよ！

利用者家族の声

スタッフの声

経験豊富なスタッフが

心を込めてサービス

させていただきます。

介護が必要な方のためにご自宅のお部屋で、寝たまま入浴することができます。

○入浴のながれ（１回４０分～５０分です）

社協の介護サービス　問い合わせは TEL ２７６－３１５１

鶴来事業所のメンバーです

毎週木曜日10:30から12:00の間、美川文化会館2階和室で練習しています。興味のある方はぜひ遊びに来てみて下さい！
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赤
い
羽
根

　街
頭
募
金

　
10
月
１
日（
土
）に
ア
ピ
タ
松
任
店
・
イ

オ
ン
松
任
店
・
道
の
駅
瀬
女
に
て
、8
日

（
土
）に
ア
ピ
タ
松
任
店
・
イ
オ
ン
松
任

店
、9
日（
日
）に
美
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、10
月
21
日（
金
）に
レ
ッ
ツ
・コ
ア

に
て
、共
同
募
金
委
員
会
の
委
員
、市
内

障
害
者
施
設
の
職
員
及
び
利
用
者
、社
協

職
員
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
街
頭
募

金
を
実
施
し
ま
し
た
。両
日
と
も
好
天
に

恵
ま
れ
、買
い
物
に
来
ら
れ
た
方
々
よ
り

募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
募
金
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
学
童
ク
ラ

ブ
な
ど
に
助
成
さ
れ
、白
山
市
の
福
祉
の

向
上
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

鶴
来
地
域

　世
代
間
交
流
事
業

　

「
高
齢
者
と
児
童
の
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
」

　
10
月
〜
11
月
に
か
け
て
、鶴
来
地
域
の
保
育
所
、保
育
園
、幼
稚
園
の
9
カ
所
に
お
い
て
老
人
ク

ラ
ブ
と
蓬
莱
荘
の
来
館
者
が
参
加
を
し
て「
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。鶴
来
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
の
方
々
の
協
力
、指
導

に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が

高
齢
者
の
も
と
へ
慣
れ
な

い
手
つ
き
な
が
ら
も
可
愛

ら
し
く
お
菓
子
や
お
茶
を

運
び
、一
緒
に
お
抹
茶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
茶
会
終
了
後
に
は
子

ど
も
た
ち
の
歌
の
発
表
や

手
遊
び
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

の
時
間
も
あ
り
、高
齢
者

の
皆
さ
ん
は
目
を
細
め
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
10
月
5
日（
水
）と
10
月
12
日

（
水
）に
開
催
さ
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
方
や
、傾
聴
に

つ
い
て
学
び
た
い
方
、13
人
が
受

講
し
ま
し
た
。傾
聴
に
つ
い
て
の

学
習
の
他
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基

本
的
な
知
識
な
ど
、幅
広
く
学
習

し
ま
し
た
。ま
た
、希
望
者
に
は
実

際
に
施
設
で
の
体
験
機
会
を
設
け

る
な
ど
、今
後
の
活
動
も
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

鶴
来
・
白
山
麓
地
区

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
連
絡
会

　
10
月
20
日（
木
）に
鶴
来
・
白
山
麓
地
域
に
お

い
て
、サ
ロ
ン
を
お
こ
な
っ
て
い
る
方
を
対
象

と
し
て『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
連
絡
会
』を
開
催

し
ま
し
た
。

　
現
在
鶴
来
・
白
山
麓
地
域
に
は
14
の
サ
ロ
ン

が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ
ン
の
今
後
の
活
動

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に
、今
回
は
吉
野
谷
地

区
の「
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
」と
鳥
越
地
区
の「
た
っ

し
ゃ
会
」の
２
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
た
介
護
予

防
体
操
教
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
指
導
し
て
い
る
様
子
を
見
た
り
参

加
し
た
り
し
、お
互
い
の
活
動
を
知
り
合
う
貴

重
な
機
会
と
な
り
、参
加
し
た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 地

域
福
祉
実
践
研
修
会

（
地
区
社
協
連
絡
会
）

　
9
月
22
日（
木
）に
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。市

内
20
の
地
区
社
協
関
係
者
、県
内
の

社
協
職
員
を
対
象
に
、午
前
中
に
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
、午
後
は
3
つ
の
地
区
社
協

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
実
践
報
告

の
後
、駒
澤
大
学
の
川
上
富
雄
准
教

授
に「
住
民
参
加
の
必
要
性
と
地
区

社
協
の
役
割
」と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。48
人
の
参
加
が
あ

り
、参
加
者
か
ら
は
他
の
地
区
社
協

で
の
取
り
組
み
が
分
か
り
よ
か
っ
た

と
の
ご
意
見
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

市
民
児
協
全
員
研
修
会

　
10
月
30
日（
日
）白
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
の
全
員

研
修
会
が
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
後
の
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
参
考
と
す

る
べ
く
、市
内
の
民
生
委
員
が
一
堂
に
会
し
、民
生
委
員

全
国
大
会
の
報
告
や
、講
演
会
を
通
じ
て
学
習
を
深
め

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
教
育
評
論
家
の
水
谷
修
先
生
に
よ
る
、

「
あ
し
た
笑
顔
に
な
あ
れ
〜
夜
回
り
先
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。ご
自
身
が

高
校
教
員
と
し
て
不
登
校
、心
の
病
、自
殺
な
ど
の
問
題

と
向
き
合
っ
た
経
験
や
、生
徒
と
信
頼
関
係
を
作
っ
て

い
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
、積
極
的
に
子
ど
も
と
向
か
い

合
う
こ
と
や
、褒
め
る
こ
と
の
大
切
さ
、認
め
る
こ
と
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。参
加
者
は
講
師
の
実
体
験
に

基
づ
い
た
話
に
興
味
深
く
聞
き
入
り
、講
演
会
後
は
質

問
や
意
見
も
活
発
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

白
山
麓
地
区
介
護
者

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
10
月
21
日（
金
）に
白
山
麓
地
区
に

お
住
ま
い
で
、在
宅
で
高
齢
者
等
を

介
護
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、

『
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
』が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
沢
市
に
あ
る「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
あ
さ
ひ
」を
見
学
し
、そ
の
後
食
事

を
兼
ね
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。介
護
者
同
士
な
ら
で
は
の
介
護

体
験
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、美
味

し
い
料
理
を
囲
ん
で
楽
し
い
食
事
を

し
た
り
し
て
、日
頃
の
介
護
の
悩
み

や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

で き ご と

屋敷武彦さん（白山市徳丸町）
　定年退職し、あとの時間を有効に生かしたい
とボランティアをしています。“聞く耳”を持つ
人間になりたいと思い受講しました。
実際に人の話を聞くのは難しいと感じました
が、今回の体験を生かして傾聴ボランティアを
していきたいと考えています。

澤野裕子さん（白山市相川新町）
　広報を見て、「傾聴」を知りたくて受講しまし
た。相手の話に共感してあげる、とか、頷くなど
体で表現することも大切と学びました。また、
ロールプレイを通じて、「話す側」の気持ちもわ
かりました。
　聞き上手になりたくて受講しましたが、この
体験を生かして、まず家庭で実践していきたい
と思っています。
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赤
い
羽
根

　街
頭
募
金

　
10
月
１
日（
土
）に
ア
ピ
タ
松
任
店
・
イ

オ
ン
松
任
店
・
道
の
駅
瀬
女
に
て
、8
日

（
土
）に
ア
ピ
タ
松
任
店
・
イ
オ
ン
松
任

店
、9
日（
日
）に
美
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、10
月
21
日（
金
）に
レ
ッ
ツ
・コ
ア

に
て
、共
同
募
金
委
員
会
の
委
員
、市
内

障
害
者
施
設
の
職
員
及
び
利
用
者
、社
協

職
員
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
街
頭
募

金
を
実
施
し
ま
し
た
。両
日
と
も
好
天
に

恵
ま
れ
、買
い
物
に
来
ら
れ
た
方
々
よ
り

募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
募
金
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
学
童
ク
ラ

ブ
な
ど
に
助
成
さ
れ
、白
山
市
の
福
祉
の

向
上
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

鶴
来
地
域

　世
代
間
交
流
事
業

　

「
高
齢
者
と
児
童
の
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
」

　
10
月
〜
11
月
に
か
け
て
、鶴
来
地
域
の
保
育
所
、保
育
園
、幼
稚
園
の
9
カ
所
に
お
い
て
老
人
ク

ラ
ブ
と
蓬
莱
荘
の
来
館
者
が
参
加
を
し
て「
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。鶴
来
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
の
方
々
の
協
力
、指
導

に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が

高
齢
者
の
も
と
へ
慣
れ
な

い
手
つ
き
な
が
ら
も
可
愛

ら
し
く
お
菓
子
や
お
茶
を

運
び
、一
緒
に
お
抹
茶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
茶
会
終
了
後
に
は
子

ど
も
た
ち
の
歌
の
発
表
や

手
遊
び
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

の
時
間
も
あ
り
、高
齢
者

の
皆
さ
ん
は
目
を
細
め
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
10
月
5
日（
水
）と
10
月
12
日

（
水
）に
開
催
さ
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
方
や
、傾
聴
に

つ
い
て
学
び
た
い
方
、13
人
が
受

講
し
ま
し
た
。傾
聴
に
つ
い
て
の

学
習
の
他
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基

本
的
な
知
識
な
ど
、幅
広
く
学
習

し
ま
し
た
。ま
た
、希
望
者
に
は
実

際
に
施
設
で
の
体
験
機
会
を
設
け

る
な
ど
、今
後
の
活
動
も
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

鶴
来
・
白
山
麓
地
区

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
連
絡
会

　
10
月
20
日（
木
）に
鶴
来
・
白
山
麓
地
域
に
お

い
て
、サ
ロ
ン
を
お
こ
な
っ
て
い
る
方
を
対
象

と
し
て『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
連
絡
会
』を
開
催

し
ま
し
た
。

　
現
在
鶴
来
・
白
山
麓
地
域
に
は
14
の
サ
ロ
ン

が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ
ン
の
今
後
の
活
動

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に
、今
回
は
吉
野
谷
地

区
の「
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
」と
鳥
越
地
区
の「
た
っ

し
ゃ
会
」の
２
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
た
介
護
予

防
体
操
教
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
指
導
し
て
い
る
様
子
を
見
た
り
参

加
し
た
り
し
、お
互
い
の
活
動
を
知
り
合
う
貴

重
な
機
会
と
な
り
、参
加
し
た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 地

域
福
祉
実
践
研
修
会

（
地
区
社
協
連
絡
会
）

　
9
月
22
日（
木
）に
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。市

内
20
の
地
区
社
協
関
係
者
、県
内
の

社
協
職
員
を
対
象
に
、午
前
中
に
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
、午
後
は
3
つ
の
地
区
社
協

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
実
践
報
告

の
後
、駒
澤
大
学
の
川
上
富
雄
准
教

授
に「
住
民
参
加
の
必
要
性
と
地
区

社
協
の
役
割
」と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。48
人
の
参
加
が
あ

り
、参
加
者
か
ら
は
他
の
地
区
社
協

で
の
取
り
組
み
が
分
か
り
よ
か
っ
た

と
の
ご
意
見
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

市
民
児
協
全
員
研
修
会

　
10
月
30
日（
日
）白
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
の
全
員

研
修
会
が
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
後
の
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
参
考
と
す

る
べ
く
、市
内
の
民
生
委
員
が
一
堂
に
会
し
、民
生
委
員

全
国
大
会
の
報
告
や
、講
演
会
を
通
じ
て
学
習
を
深
め

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
教
育
評
論
家
の
水
谷
修
先
生
に
よ
る
、

「
あ
し
た
笑
顔
に
な
あ
れ
〜
夜
回
り
先
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。ご
自
身
が

高
校
教
員
と
し
て
不
登
校
、心
の
病
、自
殺
な
ど
の
問
題

と
向
き
合
っ
た
経
験
や
、生
徒
と
信
頼
関
係
を
作
っ
て

い
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
、積
極
的
に
子
ど
も
と
向
か
い

合
う
こ
と
や
、褒
め
る
こ
と
の
大
切
さ
、認
め
る
こ
と
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。参
加
者
は
講
師
の
実
体
験
に

基
づ
い
た
話
に
興
味
深
く
聞
き
入
り
、講
演
会
後
は
質

問
や
意
見
も
活
発
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

白
山
麓
地
区
介
護
者

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
10
月
21
日（
金
）に
白
山
麓
地
区
に

お
住
ま
い
で
、在
宅
で
高
齢
者
等
を

介
護
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、

『
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
』が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
沢
市
に
あ
る「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
あ
さ
ひ
」を
見
学
し
、そ
の
後
食
事

を
兼
ね
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。介
護
者
同
士
な
ら
で
は
の
介
護

体
験
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、美
味

し
い
料
理
を
囲
ん
で
楽
し
い
食
事
を

し
た
り
し
て
、日
頃
の
介
護
の
悩
み

や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

で き ご と

屋敷武彦さん（白山市徳丸町）
　定年退職し、あとの時間を有効に生かしたい
とボランティアをしています。“聞く耳”を持つ
人間になりたいと思い受講しました。
実際に人の話を聞くのは難しいと感じました
が、今回の体験を生かして傾聴ボランティアを
していきたいと考えています。

澤野裕子さん（白山市相川新町）
　広報を見て、「傾聴」を知りたくて受講しまし
た。相手の話に共感してあげる、とか、頷くなど
体で表現することも大切と学びました。また、
ロールプレイを通じて、「話す側」の気持ちもわ
かりました。
　聞き上手になりたくて受講しましたが、この
体験を生かして、まず家庭で実践していきたい
と思っています。
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ふれあいはくさん

※ 相談は、祝日、休日を除きます。

【松任支所】問い合わせ：こがね荘　TEL 276－3151

【美川支所】問い合わせ：美川ボランティアセンター　TEL 278－8555

【鶴来支所】問い合わせ：蓬莱荘　TEL 272－2750

【鳥越支所】問い合わせ：鳥越老人福祉センター　TEL 254－2446

【白峰支所】問い合わせ：福祉複合施設カルテット　TEL 259－8001

高齢者・障害者の福祉サービス利用援助、
金銭管理等の相談

定例無料相談

社会福祉法人白山市社会福祉協議会
白山市博労二丁目50番地（こがね荘内）
TEL 076（276）3151　FAX 076（276）4535

ホームページ　http://www.hakusanshi-syakyo.jp/
Eメール　syakyo- info@hakusanshi-syakyo.jp
この広報紙は社協会費及び共同募金配分金により発行しています。

社協だより 第28号平成23年11月24日

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
23
年
10
月
30
日
現
在
順
不
同
、敬
称
略
）

第
60
回
石
川
県
社
会
福
祉
大
会

池
森
政
宏
／
平
成
2
年
美
川
中
学
校
卒
業
生
同
窓
会
一
同
／
白
山
市
母
子
寡
婦
福
祉
協
会
／

あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ
／
白
山
・
野
々
市
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
／
平
田
陶
工
房
受
講
生
一
同

皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
は
、地
域
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
、有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
芳
志

ご
芳
志
社
会
福
祉
の
た
め
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
の
た
め
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
有
）石
川
ス
プ
レ
ー
工
業

中
部
産
業（
株
）

金
山
鉄
工（
株
）

（
株
）高
野
酢
造

西
山
産
業
開
発（
株
）加
賀
乃
織
座

（
株
）メ
フ
ォ
ス

　金
沢
事
業
部

（
株
）勝
美
建
材
運
輸

（
株
）和
光
造
園

（
有
）和
田
屋

手
取
川
石
産（
株
）本
社

中
京
電
設（
株
）

済
田
測
量
設
計（
株
）

シ
シ
ク
ア
ド
ク
ラ
イ
ス（
株
）鶴
来
工
場

（
株
）鶴
来
精
密

（
株
）山
下
工
務
店

前
多
産
業（
株
）鶴
来
営
業
所

ア
シ
モ
リ
セ
ン
イ（
株
）

山
崎
商
事（
株
）生
コ
ン
圧
送
部

（
株
）弘
陽
建
設

中
村
留
精
密
工
業（
株
）

（
株
）家
具
の
森
山

（
有
）東
出
タ
イ
ヤ
商
会

（
株
）山
田
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス
ト
ラ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
有
）明
光
造
園

大
竹
化
成（
株
）

（
有
）森
緑
苑

白
山
商
工
会

（
有
）白
山
興
産

賛
助
会
員

賛
助
会
員

相談内容 日時 場所 付記

弁 護 士 の 法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

ふ れ あ い 福 祉 相 談

障 害 者 福 祉 相 談

介 護 相 談

福祉サービス利用支援相談

心 配 ご と 相 談

弁 護 士 の 法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

心 配 ご と 相 談

心 配 ご と 相 談

毎月第1、第 3木曜日 13：00～16：00

毎月第 2、第 4火曜日 13：00～16：00

毎週月・水・金曜日 13：00～16：00

毎週火・木・土曜日 9：00～16：00

月～金曜日 8：30～17：15

月～金曜日 8：30～17：15

毎月第 2火曜日 13：00～16：00

1月 26日木曜日 13：00～16：00

毎月第 1火曜日 13：30～16：00

毎月第 2火曜日 10：00～12：00

毎月第 2火曜日 13：00～16：00

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

こがね荘

蓬莱荘

蓬莱荘

鳥越老人福祉センター

福祉複合施設カルテット

専用電話274－4294

専用電話274－4100

予約が必要です

よいふくし

よ い わ ー

美川地域内巡回
（お問い合わせください）

ふれあいはくさん

　平成23年初頭、大雪による連日の除雪作業を余儀なくさ

れていた白山麓地域の住民の方から、「除雪作業ができな

い世帯を何とか支援して欲しい」、「除雪作業を手伝ってく

れる人が欲しい」という声が市社会福祉協議会に届けられ

ました。これを受け、市社会福祉協議会では検討を重ね、今

冬より除雪ボランティアの登録・派遣を行うことにしました。

◀詳細は２ページをご覧ください。

鳥
越
地
区

白
峰
地
区

鶴
来
地
区

今号の目次
P1,2 除雪ボランティア募集のお知らせ
P3 歳末たすけあい募金がはじまります
P4,5 白山市福祉健康まつり
 福祉団体紹介コーナー
P5 社協の介護サービス紹介
P6,7 できごと
P8 ご寄付、賛助会員ご報告、定例相談案内

予約が必要です
1月は第3・第4木曜日になります。

平成23年はじめの大雪では、白山青年会議所の皆さんに
鳥越地区の高齢者宅前の雪かきをしていただきました。

募集 除雪ボランティア

　11
月
16
日（
水
）に
津
幡
町
文
化
会
館
シ
グ
ナ
ス
で
開
催
さ
れ
、福
祉
活
動
に
功
労
が
あ
っ
た
個
人
、団

体
に
県
知
事
表
彰
、県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。白
山
市
で
は
左
記
の
個
人
、団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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岸
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瑞
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下
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由
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　秀
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中
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　孝
子

　
　森
下

　
　大

　
　中
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菜
の
花
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